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2019 年度 第 3 回 
大阪歯科大学医の倫理委員会 議事要旨 

 
開催日時：2019 年 9 月 11 日(水) 9 時 

場 所：楠葉学舎 5号館 3 階 大会議室 

委  員：☐中嶋委員長 樫副委員長 岡崎委員 有田委員 辻林委員 

     沖永委員  要田委員  志水委員 本田委員 西堤外部委員 

 村上外部委員 

議事 

1．審査. 

1）受付番号 24----＜承認＞ 

申請者：大塚 佳代子（歯学研究科 有歯補綴咬合学専攻 大学院 3年生） 

課題名：脳血管疾患により嚥下障害を呈した患者の咀嚼時下顎運動の様相 

【承認事由】 

研究申請者より本研究の概要について説明がなされた。研究実施の妥当性について審議

した結果、特に問題点が見受けられなかったため承認とした。ただし、委員より下記の通

り修正指導があった。 

【修 正 点】 

申請書類の文言を加筆修正 

 

2）受付番号 25----＜承認＞ 

申請者：大井 治正（口腔診断・総合診療科 講師） 

課題名：大阪歯科大学附属病院総合診療第一科における長期的メインテナンスを行って 

いる歯周病患者の歯の喪失に関する調査 

【承認事由】 

研究申請者より本研究の概要について説明がなされた。研究実施の妥当性について審議

した結果、特に問題点が見受けられなかったため承認とした。ただし、委員より下記の通

り修正指導があった。 

【修 正 点】 

・申請書類の文言を加筆修正 

・研究課題名の修正 

 

3）受付番号 26----＜承認＞ 

申請者：小滝 真也（歯科放射線学講座 講師） 

課題名：歯科放射線学における視覚的教材を用いた学修法の有用性についての検討 

【承認事由】 
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研究申請者より本研究の概要について説明がなされた。研究実施の妥当性について審議

した結果、特に問題点が見受けられなかったため承認とした。ただし、委員より下記の通

り修正指導があった。 

【修 正 点】 

申請書類の文言を加筆修正 

 

4）受付番号 27----＜承認＞ 

申請者：大下 修弘（歯科麻酔学講座 助教） 

課題名：当院における栄養剤投与目的に行われた胃管挿入についての後向き研究 

【承認事由】 

研究申請者より本研究の概要について説明がなされた。研究実施の妥当性について審議

した結果、特に問題点が見受けられなかったため承認とした。 

 

5）受付番号 28----＜承認＞ 

申請者：岩﨑 剣吾（中央歯学研究所 講師） 

課題名：歯および歯周組織由来細胞を用いた創傷治癒及び再生メカニズムの解明 

【承認事由】 

研究申請者より本研究の概要について説明がなされた。研究実施の妥当性について審議

した結果、特に問題点が見受けられなかったため承認とした。ただし、委員より下記の通

り修正指導があった。 

【修 正 点】 

・申請書類の文言を加筆修正 

・研究課題名の修正 

 

6）受付番号 29----＜承認＞ 

申請者：織田 千恵（医療保健学研究科 口腔科学専攻 大学院 1年生） 

課題名：効果的な国際歯科保健医療教育のあり方 

【承認事由】 

研究申請者より本研究の概要について説明がなされた。研究実施の妥当性について審議

した結果、特に問題点が見受けられなかったため承認とした。ただし、委員より下記の通

り修正指導があった。 

【修 正 点】 

申請書類の文言を加筆修正 
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7）受付番号 30----＜承認＞ 

申請者：明田 泰江（医療保健学研究科 口腔科学専攻 大学院 1年生） 

課題名：高齢者の口腔衛生管理に対する電動歯ブラシの有効性 

【承認事由】 

研究申請者より本研究の概要について説明がなされた。研究実施の妥当性について審議

した結果、特に問題点が見受けられなかったため承認とした。 

【修 正 点】 

申請書類の文言を加筆修正 

 

8）受付番号 31----＜承認＞ 

申請者：田口 洋一郎（歯周病学講座 准教授） 

課題名：全身性疾患への影響を考慮した新たな歯周病重症度検査項目の策定 

【承認事由】 

研究申請者より本研究の概要について説明がなされた。研究実施の妥当性について審議

した結果、特に問題点が見受けられなかったため承認とした。ただし、委員より下記の通

り修正指導があった。 

【修 正 点】 

申請書類の文言を加筆修正 

 

9）受付番号 32----＜条件付き承認＞ ※10/29 に小林先生より申請取り下げされた。 

申請者：小林 睦昌（歯学研究科 口腔衛生学専攻 大学院 3年生） 

課題名：歯科医療従事者に向けた歯科英語教育における動作と発話をリンクさせた教授法 

の効果測定 

【承認事由】 

研究申請者より本研究の概要について説明がなされた。研究実施の妥当性について審議 

した結果、研究方法をわかりやすく、明確に記載するよう委員より指摘があった。 

 研究計画書で指摘のあった箇所を修正し、委員長・副委員長に確認することで承認と 

する。 

 

2．研究計画変更の申請について 

1) ≪承認≫ 

申請者：保尾 謙三（歯科保存学講座 助教） 

課題名：各種知覚過敏抑制材の象牙細管封鎖性について 

承認番号：大歯医倫第110767号 

【変更後の内容】 

研究期間の再延長、研究方法の変更 
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2) ≪承認≫ 

申請者：前田 圭吾（歯学研究科 有歯補綴咬合学専攻 大学院１年生） 

課題名：下顎骨関節突起骨折治療における口腔機能評価の試み 

承認番号：大歯医倫第111044号 

【変更後の内容】 

研究方法の変更 

 

3．研究計画の変更について 

1) ≪承認≫ 

申請者：松本 和浩（口腔外科学第一講座 講師） 

課題名：三学会合同抗菌薬感受性サーベイランス－歯科・口腔外科領域感染症 

承認番号：大歯医倫 第 110997 号 

【変更後の内容】 

研究期間の 1年延長 

 

2) ≪承認≫ 

申請者：吉川 一志（歯科保存学講座 准教授） 

課題名：レーザー高吸収体配合う蝕検知液を用いたう蝕の選択的除去 

承認番号：大歯医倫 第 100502 号 

【変更後の内容】 

担当者の追加 

 

4．研究終了報告書について 

1)  

申請者：神 光一郎（医療保健学部 口腔保健学科 准教授） 

課題名：4年制大学で 2018 年度入学の歯科衛生士・歯科技工士を目指す学生に 

    対する早期臨床体験学習の効果について 

承認番号：大歯医倫 第 111029 号 

2)  

申請者：津田 進（化学教室 助教） 

課題名：含フッ素有機化合物によるプラーク形成抑制効果の検討 

承認番号：大歯医倫 第 110923 号 
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5．研究成果報告書について 

1)  

申請者：神 光一郎（医療保健学部 口腔保健学科 准教授） 

課題名：4年制大学で 2018 年度入学の歯科衛生士・歯科技工士を目指す学生に 

    対する早期臨床体験学習の効果について 

承認番号：大歯医倫 第 111029 号 

2)  

申請者：津田 進（化学教室 助教） 

課題名：含フッ素有機化合物によるプラーク形成抑制効果の検討 

承認番号：大歯医倫 第 110923 号 

 

6．その他確認事項 

次回委員会は2019年11月13日(水)に開催することとなった。 


